２０２１年４月５日
埼玉県昇格考試委員会

２０２１年度の昇格考試について

現在のコロナ禍に関して、政府は６月までが正念場としており、また、埼玉県も県民に対して、従前以上の県境をまたぐ移動の自粛、三密回避の徹底等、更なる感染拡大防止の協力依頼のため、「４月１日以降の段階的緩和措置等について」を発出しています。これらを踏まえ、２０２１年度の昇格考試は、以下の通り段階的に実施することで対応することと致しました。
本趣旨をご理解頂き、ご協力よろしくお願い致します。了

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．５月２日と７月１１日の昇格考試は、単独動作による技術審査、学科審査代替措置の事前レポートによる審査とする。
　　なお、（一財）SHORINJI KEMPO UNITYより、各所属長に基幹システムのお知らせ画面に４月２日付けにて「２０２１年度 昇格考試における学科代替事前レポートに関する書式」として、表紙、指定テーマ等が提供されているので参照ください。(現時点では５月と７月の受験に対応するものであり、９月以降の受験には対象外となる)

２．９月１２日以降の昇格考試は、学科審査、技術審査とも通常の審査内容で実施するが、運用法については実施しない。
ただし、感染状況に応じて中止または単独動作による技術審査、事前レポートによる審査に変更することもあり得るので、その際は速やかに変更内容等を周知する。

３．新中学１年生が少年部受験科目で受験可能な特例期間を、従来の６月末までから１０月末までとする。（少年部受験科目と一般受験科目のいずれも選択可能）
　　なお、少年部受験科目の審査で不合格の場合は、１０月末までは再試験も少年部受験科目で実施する。

４．(1)上記１．２ともマスク着用で実施する。
　　(2)宿題及び事前レポートの表紙は所定のものを使用する。表紙のないものや異なった表紙のものは受験不可。
　　(3)試験当日の朝の受験申込み手続きの際、必要事項を記入した「昇格考試における自己申告チェックシート」及び宿題の提出と共にバッジ代（初段：1200円、二段：1300円、三段：1400円）を納入する。
（５月と７月は事前レポートも同時に提出する）
　　(4)抽出科目の剛法用としてボディプロテクター持参のこと。
　　(5)原則として県内所属の拳士の受験に限定する。
以上
